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特集II・奥井復太郎の都市論

奥 井 復 太 郎 の 生 活 研 究

   「都市生活構造」論の原点

原 田 勝 弘

1 「奥井都市学」 と時代をみ る視点

 奥井復太郎が 自らの都市生活において終始 強調 してきたことは、都市現象の分析を絶 え

ず歴史的、時代的制約のなかで試み る点にあ った。都市の景観に表れる変遷 とその土地 に

居住する人間の行動様式や生活様式の変化に見る都市現象 としての特質は、 したが ってそ

れぞれの時代の社会組織を決定する基本的な政治的経済的諸関係に規定 された 「時代的性

格」 との関連のなかで解明され るべき ものであった。

 東京下谷の車坂の商家に生まれ、後に山の手の本郷に移 り住む とい う生いたちか ら始 ま

る奥井復太郎の生活史が、 「奥井都市学」の優れて独 自な世界を形成す る上での重要な培

養1器の役割を果た しているのは、奥井 自身が後年 「明治 ・大正 ・昭和の私」(奥 井1960)で

のべているように、近代 日本の都市生活を研究するものに とって 「非常にめ ぐまれた位置」

としての 「時代」 と 「場」に身を置いたことに深 く係わるのであ り、 しか もその 「場」で

「境界人」である自己 を認識 し、観察するこ とのできる原点(回 帰 点)を 見出 したことに よ

るであろ う。明治の東京から大正、そ して昭 和の大東京へ と変遷 していく地域社会の様相

を、奥井復太郎は幼少年期か ら青年期にかけて過 ごした本郷での体験をふまえて語ろ うと

するときの視点のなかに、そ の地域 のく景観 〉と、その地域の 「土地柄」 を示す住民の

く生活〉と、そ こに住む人たちの 「心意」 と してのくパー ソナ リティ〉を 「三位一体」 の

もの として全体関連的に把握す る方法が絶えず 内在的に活か されてお り、後年の 「大都市

研究」を支える基本的な方法論の原点に奥井 の自己形成期に体認す る 「生活の場」を通 し

て獲得 された特有の 「時代 をみ る視点」が刻み とめ られているよ うに思われ る1)。

2 都市生活 「観察者」の基点

 昭和5年 は奥井復太郎が都市研究に明確な問題意識の焦点を絞 り込む論文 「『都市問題』
一一考察」(1930a)が 発表 された年である

。 この論文は、それ以前に書か れた 「独逸都市研

究序論」(1928)や 「都市問題序 論」(1929)よ りもさらに都市研究への 自身の方法論 に踏 み

込み、従来の経済学的観点か ら大都市の社会 学的な方法を自らの立場に引き寄せ ようと し

ている。奥井は、 ここで自分の研究対象 とす る諸問題を限定 して次のよ うにのべている。

「是等の諸問題は、普通に云われ る都市経済 論の問題で も都市問題で もない。かかる方面

の研究を取扱 うものに漠然ではあるが称 して都市社会学なる名称が冠せ られる。…中略 …

都市生活に於 ける市民の生活特色、大都市の 相貌 と云 うものを研究する此の研究は、好奇
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興味本位に堕す る恐れあるが、それ丈け面 白い研究 とな りうる。此の都市社会学にあ って

出来る丈け客観的取扱いを尊重すべきであろう」(1930a,96頁)。

 この論文が書かれる時期には、奥井は依然 として 「独逸社会政策理論前 史」(1930b)な

ど一連の社会政策研究に関する論文を矢つぎ ばや に発表 しているが、 この間を縫 って論 じ

た 「『都市問題』一考察」は奥井 自身のその後の研究方向を決定づけるマニフェス トであ

ると同時に、先に引用 した文章に示 されてい るように 「市民の生活特色」や 「大都市の相

貌」を明 らかにすることを目指すなかで、それが 「好奇興味本位に堕す る恐れ」を戒め、

「出来る丈け客観的取扱いを尊重」 しつつ 「面 白い研究」を企画 としようとしていた初発

の問題意識 を如実に提起 した論文でもあった といえよう。だが、 この論文は全体 として都

市問題研究の理論的、抽象的な記述に留まり、自らの独 自な問題関心に即 した都市現象の

研究領域や観察対象については具体的内実には触れ られていない。そ うした研究領域であ

る都市現象 としての 「大都市の相貌」をめ ぐって具体的に語 っているのが、 この論文の発

表後 『三 田新聞』に掲載 した 「大都会の生活研究」(1930c)で ある。

 この文章のなかで、奥井は冒頭、大都市の出現 と共に都市問題は重要な関心をもたれ る

よ うになるとともに、その多 くの関心が赴 くところは 「大公園」や 「下水道工事」、 「道

路交通網計画」、さらに 「田園都市」や 「郊 外住宅」、 「小都市主義地方計画」な どをめ

ぐる 「都市計画」に集 中している点を指摘す る。 しか し、奥井はこれ ら 「都市計画」の諸

問題が この時代においていずれ も重要である ことは認めた上で さらに自分 自身の研究関心

はこれ らとは別の課題にある として以下のよ うにのべた。 「しか し、なお別に自分にとっ

て興味ある問題は、大都会生活の研究である。大都会の生活の研究 とは都会生活者の主 と

して、消費経 済的方面の研 究である」(奥 井1930b)。 この 「消費経済的方面の生活相」を

奥井は同時代の昭和初期における時代相や都 市風俗文化を表徴す る 「モダーン」 ・ 「尖端

的」 ・ 「1930年型」 ・ 「エ ロ」 ・ 「グロ」 ・ 「テ ロ」 ・ 「プロ」 ・ 「神経衰弱症」など特

有のことばを駆使 しなが ら自由闊達に素描 している。

 この 「大都市の生活研究」の結びで、奥井は自分自身の研究方面 を次のよ うに示唆 した。

「是等の問題は大部分社会心理学に属するものだ ろう。…中略… しか し都市問題の研究 者

として 「都会化」問題を論ずる者はどうして も、一度 は手に染めなければな らなぬ問題 で

ある。徒 らに、都会の軽桃浮薄、田舎の強健素朴 を云々す る前に、 自分が今持 っている研

究上の希望は、かかる見地に於いて、都会生活の細かい諸相を観察 したい事である。 しか

し此の研究はデ ィレッタンティズムに堕す る著 しい危険が蔵せ られ る。学究の最 も警 しめ

ねばな らぬことである」(1930c,2頁)。 ここで も、奥井は 「ディレッタンティズム」に陥る

ことを警戒 しなが らも、先ずは都市生活上に立ち現れ る具体的諸現象の社会心理学的 「観

察者」であろ うとす る積極的な立場を表明 してお り、 したが って この文章がやがては都 市

民衆の生活スタイルの実相 とその変貌する姿 をフォーク リス トの眼差 しで捉えつつ、他 方

で社会調査の手法を取 り入れ ることで三田の学生街や郊外地の実態を明らかに しようとす
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る 「観察」研究の基点でもあったといえよ う。

3都 市フォークリス トの視線 と研究方法

 ところで、 この当時の都市生活者の 「観察 者」 といえば、今和次郎の名を挙げなければ

な らない。今は奥井よりもやや先行 して都市風俗の 「考現学」的観察調査(今1971)を 進め

ているが、当時の東京を中心 とす る大都市の生活実相を捉えよ うとす るほぼ同時代の研究

者であった。奥井復太郎が 自らの研究のなかで、今和次郎の考現学研究への評価に触れて

いる論文では、第一に 「『盛 り場』に関す る若干考察」(1935)が あ り、次いで 「地域的社

会調査に関す る若干考察」(1936)が 挙げ られ る。いずれ も調査する対象地や居住地の特 性

を捉える上での 「よき指針」 とな りうる可能 性をめ ぐって言及 しているが、ただ し後者で

はつづけて次のよ うにのべている。 「ただ、われわれ調査者において、 もっとも戒心す べ

きは調査上の興味にひきず られて、根本を忘 れて末節に堕 し、興味本位、面白半分におち

いる危険に近いとい うことである」(1936;1940,458頁)。 以上の ような言及部分を通 して、

奥井が今の仕事をどのよ うな視線で捉えていたか推察できるであろう。奥井が都市研究の

始発期に 「ディレッタンティズムに堕する」 ことを恐れ、戒めることばを繰 り返 し吐露 し

たのは同時代の観察者である今の作品の 「影」を絶えず意識 していたに相違ない。

 奥井復太郎の都市生活研究において、 自己の個人史上の出来事や荷風をは じめ多 くの文

学作品を通 じてその背後によこたわ る時代的 制約を語る際には、彼特有の都市 フォーク リ

ス トとしての視線が発揮 されているが、 しか しその視線のき り結ぶ焦点は今和次郎のそれ

とは異なるものであった。奥井の研究方法の 基底には、 「一班をみて全貌を しる」 とい う

姿勢が厳然 と存在 してお り、 「大都市社会の成立 ・構造 ・性格、つま り全貌をわきまえて

おれば 、 その うちの 一人格 、つ ま り一班 を と らえて 、全 貌 を語 る こ とが で きる 」

(1963;1975,129頁)と 考えていた。この意味では、 奥井が都市研究の古 典的文献 として挙 げ

るWAス モールの 「都市成立史」(『 社会学入門』第一章)で 採用 された 「文学的手法」 に

倣 って、 「パー ソナル ・ヒス トリーない し ドキ ュメン トとして可能であるかもしれない」

(1963;1975,130頁)研 究方向をよ り踏み込んだ形で辿ることもできたはずであ った。

 しか し、奥井の都市研究における歩みにお いては社会調査研究の成果 に見出 される 「一・

班」を構造的全体 と結びつけて捉 えよ うとす る実証的調査研究へ と赴 くのであるが、に も

かかわ らず終生の業績を通観する ときにはそ の分析の場に様々なる意匠をこらした 「ライ

フ ドキュメン ト」の質的データを絶妙なバランスで織 り込んでい く方法を依然 として把持

していることを知 るのである。そこにわれわれは、 日本の都市近代の絶 え間な く変動す る

生活姿態 を優れて複眼的な眼で捉 えよ うとした方法の先駆けに出会 うことができる。

4 「もうひ とつの生活構造論」 とその課題

 奥井復太郎の都市生活を捉 える理論的枠組みは、 「それぞれの時代的な社会組織を通 じ
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ての時代的制約に よる都市現象」 を生活基盤(社 会基盤)一 生活体系一生活理念(生 活基 盤
一生活体制一生活信 条 とい う記述 もな され ている)と い う構造で総合 的に把握 しよ うと し

てきた・ この三位一体の分析枠組はさらに 「土地柄」 と 「人柄」 と 「心柄」の三位一体 と

それぞれ対応 させることで都市地域の制度的、景観的構造 とその地域内部の社会集団的性

格、そ してそこに暮 らす人間の社会心理的 「心意」などの関連 を重層的に捉えようとす る

仕組みになっている・こ うした理論図式を具 体的な事例のなかでいきいき と説明 してい る

のが 「荷風 と東京」(1959a,1959b;1975,424-426頁)で あるが、 ここで とりわ け印象的な描 き

方をしているのは、 『綴 り方教室』で知 られ る豊 田正子の作品 「れんが女工」に登場す る

大工一家の事例 である2)。この豊田正子の作品を事例に挙げた点で想起 され るのは、同 じ

く彼女の 『綴 り方教室』を素材 として書かれ た永野順造の論文 「『綴 り方教室』の生活構

造」である(永 野1939)。

 この永野の論文は、 「生活構造」 とい うこ とばを分析用語 として 自覚的に使用 したほ と

ん ど最初の研究であ り、その後の 「生活構造」研究 として籠 山京、中鉢正美らの系譜に連

なる 「源流」 をなす ものであるが、他方でも うひ とつの 「祖型」を都市生活研究か ら求め

るとすれば、それは他 な らぬ奥井復太郎の戦前期における生活様式(ス タイル)論 や 「生活

体系」論に見出す ことができよ う。 『現代大都市論』に登場する郊外生活者、サ ラリーマ

ンたちが都心のオフィスを往復通勤す ることで繰 り返されるラッシュア ワー現象に映 し出

され る 「生活の周期的 リズ ム」(1940,347-374頁)や 郊 外地に形成 される 「有識無産階級 の

っっま しやかなる小住宅」(1940,375-379頁)に みる生 活スタイルの変容 とその再構成過程

の分析 をは じめ とする研究は、鈴木榮太郎(鈴 木1957)や 磯村 英一(磯 村1959)ら によって

戦後に展開され る都市生活者の社会学的 「生活構造」論の原点であったといえる3)。

 奥井の この ような 「生活構造」論的枠組は、戦後 も晩年期に所長として就任する国民 生

活研究所を舞台に、 この時代に特有な役割 を担いなが ら展開 してい く 「国民生活 論」や

「市民生活論」、 「生活態度論」などの所論 のなかにも脈々 として受け継がれてい くので

ある。奥井復太郎が死去する二週間前に行った講演 の要約である 「国民生活向上の手がか

り」のなかで使用され ている 「生活の社会構 造」 とい う用語には、本来の持論であるく生

活基盤一生活体制一 生活理念〉とい う三位一体の構造連関を通 じて説明がなされ、この こ

とばを鍵概念 としっっ 「生活向上の方策」 と して、元来 日本人が不得手であ り、未だ身 に

っいていない 「共同化」、 「公益化」による生活問題の解決策を説き、その具体的な施策

の場に言及 しなが ら次のよ うにのべている。 「生活は国民、地域、個人の三段階の うち、

地域の段階で とりあげるべきであ り、この地 域の生活環境の整備 こそ、国民生活の向上に

最 も寄与するものである」(1965b,巻 頭)。

 奥井復太郎の絶筆 となった 「新 旧沙 」の なかで、 「庶民の叡知」 とい うことばに託 し

て高度成長への移行期の生活問題になお取 りくもうとす る奥井の想い と、末尾 に記され た

「このよ うに国民の生活に激変が起 こった今 日、"明 治は遥 けくな りにけり"と 述懐せ ざ
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るを得ない(1965a,巻 頭)」 とす る感慨を今あ らためて読み直す と、この優れ て先駆的な都

市生活の観察者が 日本の近現代の大変動の さなかに刻み とめた、 さまざまに底深い課題が

再び私たちの眼前に鮮やかに蘇 って くるので あ り、 しかもそれ らか らの提起 された諸課題

は、本質的には未だ解決か らはほど遠い、 という思念をお さえることができないのである。

註

1)本 稿は 『奥井復太郎著作集』別巻に収録された第八巻解題の拙稿 「複眼の都市観察者」の内容をべ一ス

 に再構成 し、部分的に書き改めたものであるが、奥井復太郎の生いたちから始まる個人史が後年の 「都市

 研究」に及ぼした諸影響や、この自己形成期に体認する 「生活の場」を通じて獲得されたと考えられる特

 有の 「境界人」的性格をめぐる考察については一切省いている。これらの検討部分については拙稿(原田

 1996)を参照。

2)豊 田正子や永井荷風の作品をめぐる奥井の事例分析の考察は拙稿(原田1985)を 参照。

3)生 活構i造研究に関する系譜ならびに戦後の動向については拙稿(1985,1991)を参照。
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